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香港住民の行動様式に関する…考察

は じ め に

香港は周知の如 く自由貿易港で あ るが,一 ・方 に おい て広 東 省の珠 江 河

口に ある英国の植民地で,そ こは ま た貧 乏 人 と金 持 ち ・東洋 と西洋が同

居 して いる都市で もある。かか る香港は一・口に英 国の 植 民 地 と い って

も,香 港 と称せ られ る地 域 は割 譲地 と租借地か ら成 り立 って い る。割譲

地 とは香港島 と付近 の小島,界 限 街 以 南 の九 竜半 島の ことで あ る。前者

は第一次 アヘ ソ戦争(1840～42年)の 結 果,南 京 条約(1842年)で,後

者 は第 二 次 ア ヘ ソ戦 争(1856年)後 の天 津(1858年)・ 北京(1860年)

二 条約で それ ぞ れ割 譲 された もので ある。また租借地 とは九竜半 島の残

りの部分(新 九 竜 と新 界)と 付近 の 島 々で,香 港 地 域拡 張 条 約(1898

年)に よ り99ケ 年 の 期 限で 租 借 さ れた もので あ る(そ の満 期 が1997年

で あ る)。

香 港 の 面 積 は1061平 方 キ ロと東 京 都 の半 分,そ して そ の半 分 が 荒地

で 市街 地 とな って いるのは全体の16%弱,そ の 上 天 然 資 源 に 恵 まれず

香 港 にあ るのは 「花w石,砂,魚,そ れに 人 間 さま く らい 」(リ チャー ド

・ヒュ ーズ 「香 港 一主 人な き都市」中島嶺雄訳 タイムライフ ・イ ンター

ナシ ョナル1968年)と まで 言 わ れて い る 。人 口は520万 以上(1982年,

528万7800人)で,そ の 内98%は 広 東 省 を 中 心 と した 華南 の 人hで

構 成 され る 中 国系住 民で あ り,彼 らは難 民 あ るい は移 住 者 お よびその子

孫であ るとい う性 格を有 して いる。

アジアの都市のなかで,香 港 が ひ と きわ 注 目を 集 めて い るのは,1997

年 問題 に象 徴 され る よ うな 国 際政 治問題や,経 済 的 な相 互 依 存 の ため だ

け で は ないのであ る。即ち,そ こに は"香 港 の 繁 栄 δδとい う現 実 が あ る

か らであ る。香港は現在,世 界 貿 易額で16位 を 占 め,時 計 ・玩 具 の輸

出量で は 世界 第 一 位sそ して 金 融 セ ソタ ーと して は第三位,コ ソテナ輸
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送の取扱い量で も世界第三位で,国 民所 得で は 日本,シ ンガポ ールに 次

いで ア ジ アで は 三番 目(1981年,5100米 ドル)に 位 置 す る繁 栄 を とげ

て い るので あ る。その結果,香 港 の 一一般 労 働 者 の購 買 力(一 日平 均賃金,

73香 港 ドル)も 上 昇 し1982年 の 「物 品の 購 買 に要 す る労 働時 間」で み

てみ ると,テ ー プ レコー ダ ーには8日 と1時 間43分,冷 蔵 庫 に は17日

と6時 間24分,カ ラ ー テ レビ(受 像 機i)に は20日 と4時 間20分,そ

れ ぞ れ時 間 を費 や せ ば購 入で き るまで に至 っている。ちなみ に中 国大陸

のそれと(年 平 均 収入,798元)比 較 して み る と,テ ー プ レ コー ダーに

は312日 と4時 間,冷 蔵 庫 に は379日 と3時 間44分,カ ラーテ レビに

は446日 と3時 間25分 と な って お り,か な りの 差 が生 じて い る こ とが

わか る(陳 荊 和 「中 国の 和 平 統0」1984年6月29日 人 事 院で の 講演)。

さて 本 稿は,概 要以 上 の よ うな情 況 下 で 生活 す る香港住民の行 動様式

に関 して,そ の 一 考 察 を試 み よ うとす る もので あ るが,香 港住 民 の行 動

様 式 を形 成 す る諸要 因の中で も,こ こで は 時 に 「難 民 ・移 住 者 社 会」 と

「植民地社会」 とい う二つの要 因に焦点 を当て ることにす る。もとよ り

二つの要 因は また不可分の関係 にあるが,本 稿 で は便 宜 上 分 けて 考 察 を

試 み る。

なお本稿は,第32回 東 南 ア ジ ア史学 会研 究 大会(1984年12月9日 ・

10日 於 上 智 大 学)の 共 通 研究 課 題 「東南 ア ジア華 人に関す る諸問題」

において報告 した ものに加筆 した もので あ る。

一・ 「難民 ・移住者社会 」と香港住民

←う 家族偏重

香 港 の人 口 は割譲 当初の1845年 で2万3817人(欧 人595人,印 人

361人),太 平 天 国 の 乱(1851～64年)の 難 民 ・移住 者 の流入(こ れ
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香港の人口推移

年 人 口(人)

1965 3,597,900

1966 3,629,900

196"7 3,722,800

1968 3,802,700

1969 3,863,900

1970 3,959,000

1971 4,045,300

1972 4,078,400

1973 4,159,600

1974 4,248,700

1975 4,366,600

1976 4,477,600

1977 4,513,900

1978 4,606,300

1979 487g,600

1980 5,038,500

王 曽才 ・陳進 傳 合著

「香港的未 来 」百科文 化,

1983年17頁 。

香港住民の行動様式に関する一考察

らの___.r部は さ らに海 外 へ移 住)や,ま た 中 国

人海 外 移 民 の激 増 の影 響…で1861年 には11万

9321人(中 国人11万6335人,欧 印人2986

人),そ の後 次 第 に増 加 し,1937年 の 日中戦

争 の 開始 に よ り爆発 的 な難 民 の波 に さ らさ

れ,太 平 洋戦争 前 の1941年 に は0挙 に156

(1)

万4007人 と な った 。太 平 洋戦 争 中 の 日本 軍

占領下 においては激減 して60万 人 台 に な っ

た が,戦 後 の復 興 で1947年 に は170万 人,

そ の後 国共 内戦 で1949～50年 に か けて70
(2)

万 人 の 難 民 ・移 住 者 の流 入 が あ り,1950年

に は236万 人 と推 定 され た 。1971年 には約

400万 人,1975年 に は436万 人 とな り,1980

(2}年
には約500万 人 そ して1982年 に は520万

人 に増 加 して い る の で あ る。 な お総人 口の

98%は 広東 系 を主 流 と した 中 国 人(広 州 ・

容 家 ・潮 州 ・福 建 ・=海南 ・三 江)で 占め られ て い る。

中 国大 陸 か ら香港への流入 は1850年 「入 境 管 制条 例 」 に よ り 自由 と

され ていたが,社 会 主 義 中 国誕 生後 の難 民 ・移 住者の増加 が顕著 にな っ

た とい う理 由によ り,香 港 政 庁 は1949年 に 「人 民 入 境統 制 条 例 」を施 行

し大 陸の中国人 について も一 般の外 国人 と同様に ビザの所持 が必要であ
{3)
る と した ので あ る 。 しか し広東 省 の人 々については香港に親 類縁者 も多

い ことか ら,1952年 以 後0日 に50人 に限 って 入 箋 を認 め る こ とに した

ので ある。 しか しなが ら不法入境者 があとを断た ない とい う理 由か ら,

香港 政 庁 は合 法 ・不 法 を問 わず 香港 に入境 して しまった者 に対 しては ・
(4)

居 民 証(1.D.カ ー ド)を 発 給 しそ の居 住 を認 め て い たのであ る(こ れ を
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抵塁政策とい う)。 ところが1974年 から香港政庁はこれまでの方針をか

え,不 法入境者は国境線地帯でつかまった場合は中国へ強制送還するこ

とに したのである。とい うのは不法入境者の増大が,香 港の持つ人 口収

容能力を越 えるようになってきたか らである。ただこの段階においても

無事に国境線を突破 した者には,ま だ抵塁政策を行 な って いたので あ
!5)
る。1978年 以後,社 会主義中国の 「開放政策」の影響で激 増する入境

者に驚いた香港政庁は,1980年 に抵塁政策を廃止 しさ らに身分証明書

制度を導入 し,不 法入箋者の取 り締 まりを強化 したのであった。その結

果不法入境者は激減 していることが報告 されている。なお合法移民の制

度は1952年 以来現在 も続いてお り,1973年 以降は社会主義中国側が一・

日50人 をはるかに越える150人 を送 り込む よ うになったので,年 平均

5万 人台を維持するようにな り,例 えば1979年 は7万 人,1980年 は5
(6)

万5千 人,1982年 は5万4千 人となっている。

香港の人 口動態を見る際に香港への人 口流入 とい う観点の他に,も う

一つ見逃 してはならない点がある。それは過去30余 年 の間 に200万 人

の人hが 海外移民の 目的で香港を離れていったという事実である。これ

に関連 して香港中文大学の鄭赤談講師は 「香港は事実上,清 水の濾過器

としての役割を進め,大 陸から来た人を,新 しい人を留め,古 い人を濾

過 して,移 住 させたのです。このや り方で香港居住の年限の長い者に移
{7)

住 する機会を与えたので した。」と述べている。オース トラリア ・カナ

ダ ・アメ リカ ・英国(英 国は1981年 に国籍法を修正 し香港の英 国パス

ポー ト所持者を英国に定住 させなくした)な どは,比 較的,経 済 ・教育

および技術を身につけた移民を受け入れて きたのである。例えばカナダ

の トロソ トやバソクーバー両市には非常に多 くの香港移民 が住 んで い

て,華 人街を形成 している。

以上の香港への人口動態から,香 港は一方においては,中 国大陸での

iO6



香港住民の行動様式に関する一考察

戦乱 ・政変の混乱を避けるために入境 して来た難民あるいは香港の経済

的 ・政治的自由を求めてやって来た移住者の収容地であ り,他 方におい

ては,当 地を踏み台にさらに海外へ移住するとい う海外移民の中継基地

で もあったのである。そ してそこに居住する人 々は難 民 あ るいは移 住

者,そ れともその子孫として香港で生 まれた人hな のである。彼 らは一

般的に香港を避難 場所,一 種 のn租 界"先 またはis出 稼"先 としか見な

さず,彼 らの通念 としては,香 港以外によ り安全で暮らしよい場所が見

つかれば香港を捨てて顧みない,あ るいは香港は自己の土地でないとい

う観念が先行 し"衣 錦還郷(故 郷に錦を飾る)"は 考えても香港に骨を埋
{s}

め ることは考えない,と い うことになる。かような香港社会 において

は,当 該社会はまた英国植民地であるとい う要因も加わ り,自 己の生活

保障のために血縁による結合が強固にならざるを得な くな り,特 に家族
(9)

の結合が強 くな り家族偏重の傾向が顕著になって くるのである。

かかる家族偏重は政治的 ・経済的混乱や社会的不安定の下,家 族の存

続 ・繁栄のために採っている家族の離合(離 散 ・集合)過 程の中で見い

出すことがで きる。即ち前述の香港への入境 ・香港か らの出境状況の中

で,特 に家族の動態に焦点を当ててみるとそこには0つ のパターソとし

て,離 散 ・集合 ・離散が浮かび上がって来るのである。まず第一の離散

であるが,こ れは中国大陸か らの難民 ・不法入境者の中に家族 ぐるみと

い うケースは全 くな く,合 法移民の中でもかかるケースは殆んどないと

い うことである。ここでまず最初の家族の離散が行なわれているのであ

る。次に集合 とは,こ れ は香港 に入境 した者は何とか家業を確立 し大陸

に残 された家族を呼び寄せ ようとすることで,香 港で全家族がそろった

とい う中国人家族 も少な くないと言われる。なお大陸の家族を呼べない

まで も,支 送 りや物品贈呈等で依然と して強い結 び付 きを維 持 して い

る。 しか しなが ら前述の如 く香港政庁の難民 ・移住者政策の転換のため
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に,香 港に呼べな くなって来ているのも事実である。さて第二の離散と

は,香 港は即ち 「借 りた土地」「借 りた時間」とい う性格をもつ植民地で

あ るので将来が大変不安定で,特 に新界租借条約の切れる1997年 も間

近に迫って来ていることも手伝 って,多 くの人 々は香港脱出を試みてい

るということである。 ビジネスマンや資産家は投資を武器に,ま た資力
(10)も

ない海外に身内 もコネもない人 々は息子を留学 させた り娘を在外華僑

に撚 せ るなど,あ の手 この手 で..・..脱 出の道 を模 索 しているので あ謂

市 民の間では ・太空人,内 在(12)即 ち妻 子 を ア メ リカに お いて,自 身 は

香港でできる限 り金をもうけ,時 々アメ リカの妻子との間を飛行機で往

来する夫 とい う意味)"と い う言葉 さえも聞かれる有様である。

ともあれ 二回 目の離散は,香 港の地で家族が集合できなかった入境者

で香港に世帯をもうけた人hに とっても同 じ事情である。かように見て

くると香港住民にとって香港はやは りn仮 の宿"で,よ り安全なよ り暮

らしよい土地を求めるための再出発の 「跳躍台」なのである。ただどれ

だけ多 くの人hが この跳躍台を踏んで 目的を達成で きるかとなると,否

定的な答えしか返 って来ないのも厳 しい現実である。

註

(1)陳 荊和 「新界租約の満期 と香港の将来」創大 アジア研究3号1982年

216～217頁 。姫宮栄一 「香港 一その現状 と案内一」中公新書52,1964年

28～45頁 。 なお本稿は陳荊和教授の諸論文および所感に負 う所が大であ

る。

(2)1949年10月 から1950年5月 にかけて70万 人の人 口流入があったが,

当時の難民 ・移住者の教育程度は高 く職業で言えば元専門技術者が70%

・軍人が27。7%で 残 りが農民で あった。彼 らは満足のいく職業には就け

なかったが教育水準が高かったので,適 応能力には強いものがあった。従
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って香 港社会 の発展 に と って,そ の貢献 度は大 な る もの が ある。 これに対

して1978年 か ら1981年 に かけて は40万 人 の人 口流入 があ りこの 内46%

が不法 入境者 で あ った と言わ れ るが,こ れ らの不 法 入境者 の殆 ん どは年若

くして体 力は あ るが教育程 度 は高 くなか った。彼 らは長 い間農村 で生活 を

送 って お り特殊技 能 を もって お らず,香 港 に入境 して来 た主 た る 目的 は香

港 での よ りよい物 質生 活 を求 め るた めで あ った(周 永新 「香港 面 臨人 口爆

炸 」七十 年代130期1980年23～24頁)。

(3)可 児弘明編 「も っと知 りた い香 港 」弘文 堂1984年34～35頁 。

(4)早 瀬保 子 「香港 の人 口事 情 」 ア ジ研 ニ ュース51号1984年14頁 ・

{5)近 藤 龍夫 「国際 都市香港 」朝 日 ソノラマ1982年258頁 。

(6)近 藤龍 夫 「前掲 」261頁,可 児 弘 明編 「前掲 」242頁 。

(7)鄭 赤」'"r「香港 の移民 政策 の過 去 と将来 」ア ジ ア時 報170号1984年45頁 。

(8)陳i荊 和 「前 掲 」218頁 。

(9}社 会 が不安定 で あれば あ る程,ま た政治的 ・経済的 混 乱 が 増 せ ば 増 す

程,血 縁的 結 合だ けの生活保 障 は困難 に な り地縁 的結合,即 ち郷箒 が要請

され るに いた るので あるが詳細 は次の機 会 に譲 る ことにす る。

(10)留 学先 が特 に集 中 してい るのは ア メ リカ ・カナ ダ ・英 国 ・オ ース トラ リ

アで,留 学 生の 数は年 々増加 して い る。留 学の ため の出国者 の数で 見て み

る と,1972年 は5982人(ア メ リカ2420人,カ ナ ダ2536人,英 国913

人,オ ース トラ リア113人)で あ ったの が,1980年 には1万1139人(ア

メ リカ2634人,カ ナ ダ4040人,英 国4130人,オ ー ス トラ リア353人)

と倍増 してお り,カ ナ ダ ・英 国留学 に人気 が集 中 してい る。 なお英 国留学

は英 国国籍法 の修 正 の影 響で1981年 は2159人 に減 少す るが,カ ナダ 留学

は逆 に6600人 に増加 して い る(莫 明 「放洋 求学的 滋潮 與退 潮」七 十 年 代 第

151期1982年39頁)。

(1Dr読 売 新 聞」1984年2月7日 付(夕 刊)。
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{12)第4回 社会学会議シ ソポジウム(テ ーマ 「東 アジアにおけ る家族 と社会

変動」)報 告者である香港中文大学劉 兆佳博士との対談の中で御教示いた

だいたものである。なお1997年 問 題 は 家族関係においても悪影響を及ぼ

しているとのことである。

⇔ 金銭至上

香港はよく"金 銭掛帥(金 銭第一)"・ 拝金主義的傾向の強い都市であ

ると言われ る。その理由の第一に,難 民 ・移住者の社会であるとい うこ

とがあげ られる。香港は確かに住民の98%が 中国系住民で あるが,そ

の殆んどは中国大陸のどこかに故郷をもつ難民 ・移住者か ら構成 される

寄合所帯なのである。しかも彼 らは前述の如 く香港をtc仮 の宿"と しか

見な していないので,そ の居住地に対する帰属感は一般的に大変稀薄で
(1)
ある。かような背景か らは都市共 同生活者としての意識は生 じに くく,

相互扶助等の意識はなおさらである。そこで香港住民にとって自己の生

活保障のために一番 頼 りになるのは,人 的には前項 の血縁 の者 特 に家

族,物 的には金銭とい うことになるのである。彼らの間には金がct命 根
(2)

子(命 の縄)"と いう生活原理が しっか りと定着 している。その第二は

植民地社会 とい うことで,香 港住民の金銭至上的傾向を助長 させたので

ある。即ち英国の統治者は,中 国系住民に対 して政治的に上昇できる可

能性を与えないで,彼 らに与えたのは経済的な上昇可能性(例 えぼ経済

政策の自由放任主義の下,個 人所得税の上限は15°oと され たので,稼
(3)

げば稼 ぐほど重税感がな くなる)だ けで あ ったので,香 港住民は勢 い

L(政治は統治者にまかせ
,自 分たちは金 もうけに専念すればいいんだ"

とい う安易な道を選択 し歩んで来たのである(実 際は,そ の道 しか残 さ
(4)れ

ていなかったと言 った方が適切であろ う)。現在,香 港住民の90°oま
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でが商業に従事 してお り,拝 金主義がかな り侵透 している と言われてい る・従

ってtt自 分 だ けが 得 をす れ ば よいの で あ って,他 人 の利 害 や社 会 の福祉
(5)

な ん か か ま ってい られ な い"と い う風 潮 も顕 著で あ る。

0方 ,香 港 社 会 の98%を 占め る中 国人 が中 国大 陸 か ら受 け継 ぎ,生

活 の 中で 生 きつ い て い る俗 語 の中 にも拝金主義的な もの も少 な くないの

で ある。例 えば,ct五 皇拝 財 神(最 高 の神 で も福 の神 には頭 を下 げ る)"

とか ・有銭 王 八 坐主 席,落 魂 鳳 鳳 不 如鶏(バ カで も金 が あれ ば主 席 にな

り,落 ちぶれ た鳳 鳳 は ニ ワ トリ以 下 だ)"ま たec有 銭能 使 鬼 推 磨(地 獄

の沙 汰 も金 しだ い),,等 が あ り,年 の始 め もe<恭 喜 発財(お め で と う,
(s)

金 も うけ がで き ます よ うに)"の あい さつで迎 え る とい った 具合 であ る。

香港で はよ く日常生活の中で,次 の よ うな場 面 に 出 くわ す こ と が あ
(7)
る。何 か もの を頼 む どc有 右利 是(お 礼 を して くれ るの か)"と か,ct請

我 飲 茶(お ご って くれ)"と か必 ず反 対 給 付 を求 め られ るの であ る・力

を貸 してや るのだか ら,そ れ な りの 見 返 りが あ って も当然だ とい う考 え

方 なので あろ う。また就職 に関 してはis東 家 吾 打 打 西 家(東 家 が ダメ な

ら西 家 へ行 く)"と い う広 東語 の諺 が あ っ て,こ れ は即 ち,少 しで も給

料 の よい所 が あれ ばす ぐそち らに転職 して しま うとい うもので ある・ さ

らに この金銭至上的傾 向が エスカ レー トしてctnomanynotolk(金

の な い者 は 口出 しす るな)"と い う言 動 さ え も耳 に し目に す る有様で あ

る。

以上 のよ うな環境 においては,香 港 住 民 は 自然 と金 も うけの 才 能が洗

練 され ざるを得 な くな るので ある。例 えば,タ ク シー運転 手 がec暫 停 載

客(暫 く休 み)"の 表 示 を 出 して走 るの もそ の0つ で あ る。実 際 は決 し

て休 み で は な く,料 金 は話 し合 いで 決 め て な ら乗 せ ますとい う合 図なの

で あ る。 ラ ッシ ュ ・アワーの客の需要度 とか風雨の強 さとか等 々に応 じ

て,料 金 相場 を 出 して くるので あ る。 また定 期路線バ スとタクシーの中
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間の よ うな14人 乗 りの ミニバ ス も同 じ よ うに,運 転 手 兼経 営者 は空 模

様 や 客の需 要状況 を見て,そ の料 金表 示 を取 り替 えて くるのであ る。更

にか よ うに金 もうけが上手 であ るとい うことは,即 ち金 の使 い方 が うま

い とい うことに も通ず るので あ る。香港の路面電 車やバ スは殆 ん どワソ

マ ンカーで,釣 り銭 の手 間 を省 くた め釣 り銭 は も らえない。そ こで住民

は 自分が損 を しない よ うに と,車 内で 乗 客 同志 で 小 銭 を融 通 した り両替

え した りしてい るのであ る。か よ うな傾向は商売 にたず さわ る者に至 っ

ては顕著で,自 由貿 易 港e<香 港"と い うイ メ ー ジか ら香 港 が世 界各地の

流行に振 り回 されてい るかの よ うに思われ がちで あるが,彼 らは確 か に

新 寄 ・流 行 に敏感 で ある一方で その選択 には極めて警 戒心が強 く慎重で
{s}
あ る。

「中 国人 の居 る と ころギ ャンブル あ り」(広 東 人 は特 に賭 け 事 を好 む)

と よ く言 われ るが,拝 金 主 義 ・金 銭万 能的 傾 向の強 い香港 では,人hは

"発 財"精 神 を大 いに発 揮 しよ うとす るので ギ
ャソブル熱 には異常な も

(9)
の を感 じさせ られ る 。そ の中 で も競馬熱は大変 な もので ある。香港 には

「ホ ンコン ・ロイヤル ・ジ ョッキー ・クラブ(英 皇御 准 香...一 馬 会)」

と い う90余 年 の歴 史 を持 つ競 馬場 が香港 島 にあ り,1979年 には新 界 に

も第 二 の競 馬場 が誕 生 した程 であ る。競馬場 は香港 で唯一合法の賭博で

もある。競 馬 シ ーズ ンは10月 か ら翌 年5月 まで で,毎 週 土 ・日曜 日の

午後 と水 曜 日の夜行 なわれ一 日に ざっと1億 香港 ドル は賭 け られ る とい

う盛 況ぶ りで,"土 曜 日には トコ屋 に 行 くな 馬券売上げ高推移(註10)

(ト コ屋 が競 馬 の ラジオ に気 を と られて何 を

され るかわか らないので)"と ま で 言 われ て

い る。1980年 の シ ー ズ ン中 に競 馬 に賭 け ら

れ た金額 は ざ っ と87億5千 万 香港 ドルで,

1975年 当時 の,14億 香 港 ドル に比 べ て5年(百 万香港 ドル)

1977-78 3,365

1978-79 5,329

1979-80 6,480

i980-81 8,750

1981-82 10,313

ii2



香港住民の行動様式に関する一考察

間でなんと6倍 に もはね 上 が って い る(1981年 の シ ー ズ ソ中 は つい に

103億1千 万 香 港 ドル とな った)。

註

(1}陳 荊和 「前 掲」218頁 。

(2)可 児弘 明編 「前掲 」246頁 。

(3)前 田敏晴 「租借 期限切 れへ 向けて 中国 史を見 直す学生 た ち」朝 日ジ ャニ

ナ ル25巻1号1983年29頁 。

(4)伊 藤 斎 「特 派員 リレーエ ッセ ー香 港 一向前 看 」朝 日ジ ャーナル21巻24

号1979年38頁,可 児 弘明編 「前掲 」22～23頁 。

(5)陳 荊和 「前掲 」218～219頁 。

{6)伊 藤斎 「特 派員 リレーエ ッセ ー香 港 一好 猫論 」朝 日ジャーナル21巻16

号1979年82頁 。

(7)可 児弘 明編 「前掲 」244～245頁 。

(8)伊 藤 斎 「特 派員 リレーエ ッセー香港 一突 撃消滅 舞 盲」朝 日ジ ャーナ ル21

巻20号1979年86～87頁,伊 藤斎 「前掲 一好猫 論 」83頁 。

〔9)近 藤龍 夫 「前掲 」40～43頁,島 田陽子 「香港 ・レジ ャ ー の 本 流 を 探

る」海外 ニ ュースMITSUI,1983年48頁 。

(10)「 専 題 ・費 馬 狂熱」七 十年代 第154期1982年24頁 。

⇔ff落 葉帰根"

香港住民は前述の如 く難民 ・移住者あるいはその子孫と しての香港出

生者で,し かもその殆んどが社会主義中国の共鳴者ではないのである。

しか しながら彼 らは長い間の家庭生活,風 俗習慣,宗 教観,価 値意識な

どの面で,中 国的伝統の影響を強 く保持 してお り,そ の上故郷に対する
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愛着が極めて強いのでcc落 葉帰根(い ずれは国に,故 郷に帰 る)・ 意識

を依然と して残存 させ,彼 らの心は常に中国大陸 に向 って い るので あ

る・但 し彼 らになお帰巣本能が依然 として残存されているとしたと して

も・彼 らのもつ意識はいわば単純な 「郷愁」にすぎな く,決 して一般的

に言われるような国家に対する忠誠心と同一視できるものではないので
(1)
あ る。

香港にある中国系の映画館で社会主義中国の躍進を伝える記録映画が
(2)上映され

ると,観 衆から惜 しみない拍手が送 られた り,ま た ドラマ映画

で もその ロケ先が有名な景勝地であった りすると望郷の念か らであろう

か・ざわめきやため息さえ聞こえて くるのである。望郷の念 と言えば,

香港では骨は出身地に埋めて欲 しいと遺言するケースも多いと言われ,

東華義荘(香 港最大の社会事業団体 ・東華三院の管理する遺骨安置所)
{3)

にはそのような遺骨が数多 く預けられている。将来情勢が許せば故郷に

持 って帰 ってもらい,先 祖たちと一緒に眠るためのn仮 の宿 ・なのであ

る。

香港住民が中国大陸との一体感を常 日頃感 じていることとして,大 陸

か らの食糧 と水の供給 とい うことをあげなければならない。香港は農村

を もたない純然たる消費都市であるので,そ の食糧の供給は特に中国大

陸に頼 っている。社会主義中国の香港向け輸出品は食糧がその大多数を

占めており,1980年 度に香港が外か ら輸入 した食糧と食用肉の半 分以
(4)

上 が大陸から入 ってきたものであった。その一つの例 として,中 国製品

専売店の 「国貨公司」の存在がある。香港の低所得者層で も利用で きる

デパー トで,中 国大陸か らくる米 ・油等その他生活必需品を取扱 ってお

(5)り
,特 に漢方薬売場はいつも大勢の人で ごった返 している。

かような大陸へ向っている心は,時 として一挙に表面化することがあ

る・即ち香港住民が自身が生理的に受けた中国人の血の故に,中 国民族
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が排斥,抑 圧,迫 害を受けたときには,中 国人の血の ざわめきが著 しく
(6)

顕現 して くるのである。1972年 に起 きた社会主義中国の主 張す る釣魚

台の帰属が日中間の懸案になった尖閣列島問題,1979年 の社会主義中

国とベ トナムとの戦争,1982年 に起きた中国へ の侵略事項に関する日

本政府の行なった教科書改ざん問題等の際に,香 港の新聞や学生団体等

の反応から強 く印象づけられた,彼 らの強烈なまでの中国人意識がその

好い例である。

この他にも,香 港住民の社会主義中国での核実験成功や,人 工衛星打

ち上げ成功等に感動 し興奮するとい う心理が如実に示すように,彼 らは

中国人特有のナシ ョナリズムか らは逃れ られない存在であると言 っても
(7)過

言ではないのである。

註

(1)戴 国輝 編 「東 南 アジア華人社 会 の研究(上)」 ア ジア経済研 究所1974

年10頁 。

(2)可 児 弘明 「都市 物語 ・香港(4)」 読売新 聞1982年8月6日 付(夕 刊)。

(3)可 児弘 明 「前 掲 ・香港(14)」 前 掲8月25日 付(夕 刊)。

(4)陳 荊和 「前掲 」223頁 。

(5)近 藤龍夫 「前掲 」271頁 。

(6)戴 国輝編 「前掲 」10頁 。

〔7)中 嶋 嶺雄…「香 港 一その歴 史 と未 来(6)」 世界 週報65巻43号1984年49頁 。

二 「植民地社会」と香港住民

←う 政治的無関心

英国はアヘソ戦争の結果締結 された南京条約(1842年)に よ り}香 港
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島を割譲せ しめそれを皇領植民地 とし,翌1843年 か ら本格的 なその植

民地経営に乗 り出 し今日に至 っている。英国の統治政策は概略するに,

香港に自由港 と軍事基地の二重性格を並存 させ,住 民の政活活動を禁止

し,経 済優先の 「政治の空白による繁栄」を実現することが目標であっ
(1)
た。

軍隊を入れても3万 に満たない英国人で約500万 の中国系住民を統治

するとい う理由から,香 港政庁は政庁各部門の窓口たる中 ・下級官吏お

よび警察官には殆んど現地の広東人とコーラシアン(ポ ル トガル人 と中

国人の混血)を 雇用 し,シ ニアー ・ポス ト(seniorpost)に は英国人

を独占させることにより,背 後から実質的に コソ トロールするとい う間

接統治に近い方式を採用 している。かかる方式は単に住民同志の対立を

ね らうだけでな く,英 国人の直接統治か ら予想 される摩擦 を少な くする
(2)

とい う硬軟両面を有 している。香港の最高権力者たる香港総督は(英 国h

王の親任による)香 港政庁の首長となり,駐 香港三軍の総司令官を兼任 し,

その下に諮問機関として行政会議と立法会議が存する。現在(1983年

8月),行 政会議の官職 ・任名官吏議i員は6名(4名 と2名),任 命民間

人議員は11名,ま た立法会議の官職 ・任命官議員は18名(3名 と15
(3}

名),任 命民間人議員は29名 であるが,中 国系住民は任命民間人議員 と

して選出されるチャソスが与えられているにすぎない。

即ち,英 国の統治者たちは前述の香港統治政策の 目標を実現 させるた

めに,香 港住民に対 し経済的上昇可能性を与える0方 で,0貫 して政治

的上昇可能性を閉ざ してきたのである。

以上のような政治状況の中で,香 港住民は一一般的に政治には触れ よう

とはせず,専 ら金 もうけに徹 した生活を送 っているのである。政治的な

上昇可能性が閉 ざされ,英 国の統治政策の下で民族差別をこうむった中

国系住民にとって,香 港は出稼ぎ先であ り金を蓄え故郷に帰るまでの,
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あるいはよ り安全な暮 らしよい土地へ移るまでの仮の宿にすぎなか った

のである。いいかえれば香港にや って くる中国人は,経 済的な上昇可能

性を求めるところに,香 港の利用価値を見い出 していたのである。その

ために彼 らは,香 港に住みつ くのは御免であるが仮住いの間は植民地体
(4)

制 に柔軟に対応 し,経 済的な上昇のみを図 って きたのである。そのせい

か,香 港では正面切 った反植民地闘争が持続的に行なわれたことはない

と言われる。1966年4月 スター・フェリーの10セ ン ト値上げに反対 し

て,住 民の一人がハ ソス トを行なったのが口火となって起 った大衆暴動

や,翌1967年 新蒲崩のプラスチ ック ・フラワー工場の労働争議に始ま

り,折 か らの文化革命を背景に広い層の住民を巻 き込み,次 第に反英,

反政庁運動 さらに英中関係を緊迫化 させる程の大事件 となった 「香港騒

動」はその好例 と言えるであろう。

他方,政 治に対する関心が極めて低いことは市政局の公選議員選挙に

大多数の有権者が棄権 していることにも現われている。市政局というの

は市街区(香 港 ・九竜区)に おける主と して保健衛生 ・公共施設に関す

る行政責任をもつ機関で,こ の公選議員は香港の最高行政 レベルにおけ
(5)

る唯一の選挙による公職である。ところでこの市政局公選議員 の1973

年 の選挙投票状況を見ると,12名 の議員 に対 し全有権者約40万 人の

内,投 票 したのは唯の8675人 であったと言われ,い か に関心が低いか
(6)

を物語 っている。

この他,戦 後に漸進的な自治の獲得をめ ざす政治団体 「革新会」が組

織 された り,1962年 には 「民主 自治党」が政党として結成を許可 された

り,さ らに 「公民協会」とい う団体が自治拡大運動を行な った りしてい

るが,前 述の選挙 と同様一・般住民の関心は低 く,い ずれ も有力な運動と
(7}

はなっていないのが現状である。

さて香港住民の政治的無関心状況の背景 として・触れておかねばなら
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ない側面がある。即ち香港が社会主義中国と台湾との狭間に置かれてい
{8)

るので,何 かと気を使わなければならないとい う側面である。配慮を欠

いて,反 共産党だとか反国民党だとか言って政治に触れた りすると,社

会主義中国や台湾からにらまれ商取 引がや りに く くなった り,中 国大

陸や台湾にいる親戚が巻添えを くうとい う可能性 も出て くるか らで あ

る。中国大陸と台湾の貿易は政治的対立が続 く中で も,香 港 ・マカオを
(9)

通 じて密かにわずかではあるが継続 されていたのである。大陸か らは漢

方薬材料 ・食料 ・飲料が台湾へ輸出されていたが,台 湾の製品が大陸へ

輸出されることは殆んどな く,言 わば片貿易的性格の ものであった。と

ころが1978年 後半から台湾製品の大陸向け輸出が急速 にの び,1979年

には香港経由中台貿易は,台 湾向けの2億7900万 香港 ドルに対 し,大

陸向けが前年の24万 香港 ドルか ら一挙に1億600万 香港 ドルにはね上
{lo)

が っていて,こ れは前年比400倍 ののびであった。
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(⇒a香 港 人"意 識

前 述 の如 く,香 港 住 民 の 中 に依 然 と して 根 強 い政治的無関心の傾向が

存す る一方で,政 治的 要 求が拡 大 しつ つ あ る ことも事実であ ると言わ ざ

るを得 ない 。とい うのは英国の植民地体制の下で,種hな 抑 圧 ・差 別 を

受 け な が らもa落 葉 帰 根"意 識 を保 持 しな が らそれ に耐 え生 き抜 いて き

た中 国人 が,次 第 に仮 の宿 で はな く自己 の 生活空間 と しての香港 を意識

(1)
し始 め た か らで あ る。 ま さにa落 葉 帰根"か ら く更落葉 生 根(居 住地 の 土

とな り,根 をは って生 きの びて ゆ く)"意 識 へ の転 換 で あ る。1949年 中

国大 陸 に社 会 主 義 中 国が誕生 した ことに よ り,大 陸 との 往 来 が不 自由 と

な り,難 民 ・移住 者 と して 香 港 に入 境 して きた者に とって,香 港 を第二

の 故 郷 と して生 きて行 かねば な らない時代が到 来 したので ある。特に香

港 出生者の若者 に とって,香 港 は ま さ し く自身 の生 まれ 育 った故郷なの

で ある。香港出生者 の総人 口に占め る割合 は,1961年 に48%,1965

年 には54°oに,1982年 で は57%に 達 し過 半 数 を 占め る に至 って い る
(2)

ので あ る。 か よ うな社 会変 化 の 中で,cc落 葉生 根"意 識 を次 第 に持 つ よ

うに な った香 港住民 が,そ の 居 住地 の一 構i成員 と して その 居 住地 のた め

に,植 民 地統 治者 に対 し政 治 的 要 求 を拡大 し始 め るのは当然の ことで あ

ろ う。

他方,政 治的 要 求 の拡大 化 は,香 港経 済 の 高 度 成長 に伴 う社 会 の急激(
3}

な変 化 の 中 か ら も惹起 せ しめ られ る。香港経済は1960年 代 以 降 高度成

長 を達 成 した と言 わ れ,国 内総生 産 で み る と(1973年 価 格 を 実質 額 と

す る),1967～73年 には年 平 均9.1%の 成 長 率で,1974年 ～82年 に(
4)

は8.9%の 成長 率で 増 加 して い る。 また工 業製品の90%が 輸 出 に ま わ

され る中で,1970年 の 輸 出製 品高 は120億 香港 ドル に 達 し10年 間 で

4倍 強 の増 加 とな りζ1975年 には230億 香 港 ドルで5年 前 の 約2倍 に
(5}

もな って い る。 か よ うな経 済 の 高度 成長 ・商業 の拡張(そ れ に香 港 の特

119



殊事情 としての中国大陸からの大量移住者)に より,居 住 ・衛生 ・医療 ・

交通 ・教育等の都市で生活 してゆ く上での基本的問題が発生 し,大 きな
(6)社会問題

を引き起 こすに至 ったのである。しか しなが ら一方で,か かる

経済の高度成長に伴 う政治的要求の拡大化は,時 として香港の中国系住

民に対 し大きな自信と自負心を抱かせることにもなったとい うことを見

逃 してはな らないであろう。

以上のような政治的拡大化傾向の中で,広 東語の公用化運動は特記す
(7}

べ きものがあると言 える。英語だけが公用語であると政治的要求に不便

であるし・その上条例 も中国系住民に徹底 しないとい うのが同運動の発

端であったが,広 東語の公用化は植民地統治下における中国系住民の長

い間の願望であった。同運動は結局,1974年1月 に英語 の公文 に中国

語を併記することで結実するが,植 民地統治者の力も,香 港住民への配

慮な しでは植民地統治を続けることは困難であると見抜いてきた証左で

もあると言えよう・ ユ967年 の香港暴動の経験を もとに,香 港 と中国と

の関係改善を目的として1970年,新 総督に中国通の外交官 クロフォー

(8)ド
・M・ マクルポ0ス が起用されている。新総督が,香 港社会その もの

から出て くる住宅 ・教育 ・医療 ・社会福祉等の政治的要求に対 し,柔 軟

(9>
に対処 していったことは言 うまで もない。な お,1974年8月 には香港

史上は じめてのことであるが,政 庁 で働 く下級公務員5000人 が総督官

邸にデモを して 「請願」を行なっている。また1977年10月 には,警 察

官3000人 が総督直属機関 「汚]職防止委員会」(特 に警察官の汚職摘発)

の警察官に対す る捜査の行 き過 ぎに反対 しデモを行ない,同 委員会 との

対立が激化 し治安に影響する恐れが出てきたため,総 督は同委員会の機

能を弱める措置をとらざるを得なかった。

こうした中,1982年10月 か ら開始 された1997年 問題に関する中英

交渉は・香港住民の政治的無関心状況を一変 させたと言 って も過言では
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な い。即 ち,中 国側 の 提 案 した"港 人 治港(香 港 人 が香港 を治 め る)"は

香港 住 民 に対 し種 々な論 義 を 引 き起 こ し,民 間 団体 の手 に よ って 返還 問
(lo

題 に関 す る意識 調 査 が実 施 され るに至 ってい る。また香港大学 や政治 団

体等 を中心 に,「 香 港人 に よ る民主 自治 」 の要 求 が 出 され,自 治 権の 内
(11)

容 を よ り民主 的 な もの にす るよ うに とい う要望 も強 くな って きてい る。

一方 ,香 港 住 民 の意 識 の変 化 は,関 心 の低 い と言 わ れ て きた選 挙 に も現

われて いる。統治者の行 な った地方行政機構の改革 の 結 果,1982年 に

「区議 会 」 が 設 け られ た が,そ の 第1回 目のi区 議 会 」公 選 議 員選 挙
(12)

(1982年9月 市 街区)に お いて は投 票 率 が35%に も達 した 。また1983

年3月 に行 な われ た市政 局選 挙 で は,12万7300人 が 投 票 し投 票 率 は
{13

22.4°oに もな った ので あ る 。
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三 む す び に か え て

"ambivalence"と"騎 培"

以上,香 港住民の行動様式を便宜上,「 難民 ・移住者社会」と「植民地

社会」という二つの側面か ら考察を試みて きたが,最 後に以上の考察の中

での所感,即 ち香港住民の"ambivalence(愛 憎感情の交錯)"状 況お

よび ㏄騎培(壁 の上に馬乗 りになりどちらにでも傾 く)"的 態度 に触れ

てむすびとしたい。

香港住民は,中 国大陸での戦乱や特に社会主義体制下での政治的迫害

か ら逃れるために,ま た同体制下での制限 されている経済的自由を求め

て香港に入境 して きた難民 ・移住者の性格を持つが故に,そ の殆んどが

社会主義中国に対 しては不満を抱き,反 発 している非共鳴者である。し

か しながら彼 らのee落 葉帰根"意 識は,水 ・食糧 ・生活必需品は大陸か

ら供給 され,大 陸に親戚の者が住んでいることも手伝い依然として根強

く,祖 国中国大陸に対する望郷 ・郷愁の念 も同様に大変 強 い もの があ

る。彼 らは一一方においては,中 国に対 してambivalence状 況にある。

難民 ・移住者が移 り住んだその地は,英 国の植民地であった。そこに
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おいては,植 民地 統 治政 策 の 下 で 中 国系 住 民に対 する政 治的上昇可能性

が閉 ざされ,彼 らは 種 々な抑 圧,迫 害,差 別 を 受 け て きた 。 しか しな が

ら彼 らは,英 国植 民 地(自 由貿 易港)の 保 護iの下 で は じめ て,高 度経 済

成 長 や ア ジ ア第三 位 の 国民所得等の今 日の大 いなる繁栄 を享受す る こと

がで きた。即 ち彼 らは,英 国 に対 して もambivalence状 況 に あ る。か

よ うな香港 住 民ambivalence状 況 は,香 港 返 還 問題 に関 す る住 民 の意

識 調査の結果に よ く現われてい る。1982年5～6月 の 「香 港 観 察 社 」

の 調査 に よ る と,総 人 口の98%ま で が 中 国系 住 民 だ け に 「中 国 の主権

回復 は当然」 とす るものの,租 借 期 限 切 れ以 後 に つ い て98%が 「現 状

維持 が最 も良 い 」 と答 え,64%が 「中 国 が主 権 を有 し,英 国 が 管 理 す

るの が よい」 と答 えている(何 立 「香港 人 的 意 向探析 」七 十年代第152

期1982年38頁)。

しか しな が ら,翌1983年4月 の 「大 専 同学社 会 研究 小組 」 の 調 査 結

果(最 も理 想 的 な方 法 に関 して)を 見 る と,「 現 状維 持 」 が41.ii「 中

国 が主 催 を有 し,英 国が管 理 す る」 が17.4°oと そ れ ぞ れ 減 少 して い る

の に対 し,「 中 国が 主権 を有 し,香 港 人 が 管理 す る」 が24.3°o(最 も可

能 性 の あ る方 法 の 同 項 を み る と,42.8%)と な り他 に比 べ て急 増 して

い る(大 専 同 学 社 会 研 究 小 組 「香港 前 途民意調査 」七十年代第161期

1983年10頁)。 か か る民 意 変化 か ら,1982年10月 ～11月 に か け て

中 国側 が事 あ る ごとに 「一つの国に二つの制度 」や 「港人治港」 とい っ

た考 え方 を明 らかに していた ことに,香 港住 民 が いか に敏 感 に対 応 して

い るか とい うことがわか る。即ち,香 港 の 中 国 系 住 民 は か よ うなtt騎

培"的 態 度 で も って,前 述 の よ うなambivalence状 況 に柔 軟 に対応 し,

厳 しい 国際環 境 を生 き抜 いて い るのが現状であ ると言 えよ う。

(1985年1月13日 脱 稿)
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